

























































































































































　応答解析に用いる加速度波形はEl Centro NS（1940）, El Centro EW（1940）, Hachinohe 
NS（1968）, Hachinohe EW（1968）, Taft NS（1952）, Taft EW（1952）, Tohoku Univ NS








記号 層重量 層質量  
M1 131.7 kN 13.43 t 
M2 111.7 kN 11.39 t 
壁量 階 K1，K2 Py Δy 
Case1 
2 0.945 kN/mm  17.64 kN 18.67 mm 
1 1.680 kN/mm  31.36 kN 18.67 mm 
Case2 
2 1.890 kN/mm  35.28 kN 18.67 mm 
1 3.360 kN/mm  62.72 kN 18.67 mm 
Case3 
2 2.834 kN/mm  52.92 kN 18.67 mm 
1 5.040 kN/mm  94.08 kN 18.67 mm 
Case4 
2 3.780 kN/mm  70.56 kN 18.67 mm 
1 6.720 kN/mm 125.44 kN 18.67 mm 
Case5 
2 4.725 kN/mm  88.20 kN 18.67 mm 
1 8.400 kN/mm 150.68 kN 18.67 mm 
地震名 原波 20kine 25kine 50kine 75kine 
El Centro NS 341.70 204.34 255.25 510.84 766.09 
El Centro EW 210.14 113.87 142.24 284.48 426.71 
Hachinohe NS 229.65 133.43 166.73 333.45 500.18 
Hachinohe EW 180.23 95.34 119.31 238.44 357.76 
Taft NS 152.69 194.23 242.95 485.74 728.68 
Taft EW 175.95 198.59 248.19 496.57 744.76 
Tohoku Univ NS 258.23 142.73 178.35 356.69 535.30 
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木造住宅の壁量に関する研究　第２報
２．まとめ 
　25kineレベルの入力地震動に対し，応答が弾性範囲内に留まるようにするためには，１階で
は，Case3以上の壁量が望ましい．２階では，Case5以上の壁量が望ましい．
　50kineレベルの入力地震動に対し，塑性率を２以下に抑えるのはかなり困難である．塑性率
を３以下に抑えようとすると，１階でCase4以上，２階でCase5以上の壁量が望ましい．
　75kineレベルの入力地震動に対し，塑性率を６以下に抑えるには，１階でCase3以上，２階
でCase5以上の壁量が望ましい．
要約
　多雪区域以外に建設される，整形な平面と立面をもつ小規模な木造住宅をモデルとして，建
築基準法施行令第46条第３項の壁量の規定を元に，壁倍率には地震時にどのような性能が必要
かを調べた．その結果，以下の各点がわかった．
　・ 建築基準法施行令第46条第３項の壁量の規定による壁量では，応答が大きくなり過ぎて安
全性に問題があると考えられる．
　・ 耐震安全性を確保するには，建築基準法施行令第46条第３項の壁量の規定による壁量の３
倍程度以上の壁量が望ましい．
　・ １階に対する２階の壁量の比は，建築基準法施行令第46条第３項の壁量の規定より大きく
する方が望ましい．
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